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教育プログラム成果報告書 

教育プログラムの⽬的 

社会の問題や課題を解決するため、IoT を活⽤したソリューションの⽴案、及びそれを具現

化するための要素技術やシステムの開発について、基礎的な知識、技能を⾝に付けた⼈材を

育成することを⽬的とし、専⾨学校 3 年課程の中で、専⾨学校⽣徒のレベル感に合わせた

⽅式、ボリューム、実施時期等を検討の上、カリキュラムを作成する。 

 

教育プログラムの概要 

情報テクノロジの中でも特に⾼度かつ広範囲に渡る IoT の技術と、コミュニケーション能

⼒や分析能⼒を必要とする UX デザインについて、専⾨学校⽣徒に対し、どこまでの範囲を

どのような⽅法やタイミングで教育すれば、⾝に付けさせることができるかを検討する。 

IoT、UX デザインいずれにおいても、実践的な教育は必要であると考えており、最終的に

は PBL にて実践教育を⾏うが、そのためにはそれぞれの基礎能⼒が備わっていることが前

提となるため、本プロジェクトでは１、２年次にそれぞれの技術について段階を追って基礎

教育を⾏い 3 年次の PBL に備える。本年度は詳細なカリキュラムを作成する前に、3 年間

をとおして実施する教育のグランドデザインを⾏った。 
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IoT イノベーションデザイン学科（3 年課程）の教育構想 

グランドデザインを元に構想した 3 年間の教育プログラムのイメージを⽰す。 

分野 １年次 ２年次 ３年次 

UX デザイン 
   

IoT 
  

教養科⽬ 
  

IoT と UX デザインを連動させたカリキュラムを構成することで、問題の抽出、課題設定、

及びその課題を IoT によって解決するためのシステム開発まで、ソリューション全体を体

験させることを想定する。また、初学者でも少しずつ⼩さな課題を繰り返しながら⼒を付け

ることで、⼤きなプロジェクトへの取り組み（PBL）を可能とする。 

 

教育プログラム検討委員からのコメント 

 講座の⽬標は、社会課題を認知し、IoT システムで解決策を実現できる⼈材を育成す

ること 

 カリキュラム作成には、ディプロマポリシー、アドミッションポリシー、カリキュラ

ムポリシーの策定が必要 

 調査により、クラウドとデータ活⽤に関する企業ニーズが確認された 

 新⼈教育を参考に、全⼯程を学ぶカリキュラムを⽬指す 

 1-2 年⽣は 3 年⽣に向けて IoT と UX デザインの基礎を学び、演習の準備を⾏う 

 1-2 年⽣では下流⼯程を中⼼に学び、上流⼯程への準備を⾏う 

 1-2 年次で実施する⼩規模な演習を通じ、最終的な⼤規模プロジェクトに必要なスキ

ルとツールを段階的に習得する 

 1、2 年⽣で IoT の基本的な視点を⾝につけることが重要  

提⽰された課題を基に 

UX デザイン演習を実施 

UX デザインの成果をインプットとした 

IoT 演習を実施 

IoT 活⽤事例等の 

教養科⽬ 

実地⾒学し課題や構

成をレポートする 

⽣徒主体で 

1. 調査 

2. 課題設定 

3. UX デザイン 

4. IoT システム開発 

5. 貢献度の評価 

を⾏う PBL を実施 
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 1 年⽣の演習では、クラウドプラットフォームとクライアントアプリケーションの基

本操作を学ぶ 

 AWS 使⽤の実証講座を検討中。クラウドサーバーアプリケーション作成を計画 

 専⾨学校⽣向けに IoT、組み込みシステム、サイバーフィジカルシステムを理解する

科⽬が必要 

 ユースケース設計は、技術者やリサーチ対象者と対話しながら協働的に⾏う必要があ

る 

 フィールドワークのテーマと対象は教員側で事前に準備し、学⽣をサポートする  

 アニメや漫画を通じて IT システムを学べる軽めの教養科⽬の実施が望ましい 
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教育プログラムグランドデザインの検討 

UX デザイン 

素で印刷して 
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今後の活⽤について 

次年度以降の取り組みについて 

次年度、現⾏カリキュラムにおいてそのまま利⽤できるものと不⾜しているものを洗い出

し、⼤まかなカリキュラムの枠組みを作成する。 

最終年度では 3 カ年での、コマ数の割り当てや実際にどのような教育を⾏うのか等の詳細

な内容の検討を⾏い、カリキュラムを完成させる。 


